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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

三
月
二
十
七
日
か
ら
東
京
で

行
わ
れ
た
「
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春

季
水
泳
競
技
大
会
」
に
、
市
内

の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
通

う
四
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

中
尾
玲れ
い
か華
さ
ん
（
三
原
中
１

年
）
が
、
自
由
形
五
〇
ｍ
と

一
〇
〇
ｍ
に
出
場
。
田
原
衿え
り
な奈

さ
ん
（
同
）
は
二
〇
〇
ｍ
バ
タ

フ
ラ
イ
と
二
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド

レ
ー
に
、
中
川
さ
つ
き
さ
ん

（
同
）
が
、
五
〇
ｍ
背
泳
ぎ
に
、

山
口
英
輝
さ
ん（
八
木
小
６
年
）

が
、
五
〇
ｍ
背
泳
ぎ
に
出
場
し

ま
し
た
。

お
め
で
と
う

長坂肇さんが寄贈広田中学校にＡＥＤ
  中学校の救急救命に役立ててほしいと３月 13日、長坂肇さん（神

戸市東灘区）が、広田中学校へＡＥＤを寄贈されました。

　長坂さんは、阪神淡路大震災時に、旧緑町へ６か月間避難したとき、

お世話になったお礼をしたいと、寄贈を申し出られたものです。

　この日行われた贈呈式には、１、２年生約 112 人が出席。久田校

長に渡されると、生徒代表の小嶋政
まさ き

輝さんが「いただいたAEDを大

切に保管して、使い方も学んでいきます」とお礼を述べました。
▲寄贈されたＡＥＤと長坂さん（左）

　

身
体
障
害
者
へ
の
福
祉
に
貢

献
の
あ
っ
た
方
に
各
表
彰
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

◆
地
域
身
体
障
害
者
団
体
育
成

功
労
表
彰

長　

尾　

兼　

次
（
福　

良
）

赤　

松　

敬　

子
（
賀　

集
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
身

体
障
害
者
団
体
及
び
障
害
別
団

体
の
育
成
強
化
に
貢
献
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貢
献
感
謝
状

西
淡
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
（
佐
藤
繁
俊
代
表
）

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
慰

問
と
交
流
。
視
覚
障
害
者
の
た

め
に
市
の
広
報
を
毎
月
テ
ー
プ

に
録
音
し
、
配
布
。

　

亀
田
製
菓
主
催
の
「
お
せ
ん

べ
い
国
で
ダ
ン
ス
！
ダ
ン
ス
！

振
り
付
け
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、

八
木
保
育
所
チ
ー
ム
が
全
国

五
百
二
十
一
チ
ー
ム
の
中
か
ら

上
位
十
チ
ー
ム
に
入
る
、
入
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
昨
年
に
続

き
二
回
目
。
振
り
付
け
は
、
桶

太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
威
勢
よ
く

踊
る
の
が
特
徴
で
す
。

2008.4.1発行

淡
路
玉
葱
Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ
を
歌
う

歌
手
の
堀
江
淳
さ
ん
が
八
木
保
育
所
を
訪
問

　

歌
謡
曲
「
メ
モ
リ
ー
グ
ラ
ス
」

な
ど
で
有
名
な
歌
手
の
堀
江
淳
さ

ん
が
、
淡
路
玉
葱
の
Ｐ
Ｒ
用
に

食
品
会
社
の
依
頼
を
受
け
、「
あ

わ
た
ま
百
面
相
」
と
い
う
曲
を
作

成
。
こ
の
歌
を
淡
路
島
の
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
歌
お
う
と
、
二
月

二
十
七
日
、
八
木
保
育
所
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

堀
江
さ
ん
は
、
園
児
か
ら
の
熱

烈
な
歓
迎
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
、
振
り
付
け
を
交
え
な

▲淡路玉葱に顔を描いたお面をつけ、合唱する園児たち

広報 

和太鼓「甍
いらか

」盛大に10周年記念公演
　南あわじ市を中心に活動している和太鼓集団「甍」が、２

月 24日西淡公民館で、結成 10周年記念公演を行いました。

「甍」は、旧西淡町 40周年記念事業として団員を募集。結

成以後熱心に練習を重ね、市の行事やイベント、福祉施設へ

の慰問演奏等に積極的に参加してきました。同日約 400 人

の観客を前に 15人の団員は、創作曲「鬼祭り」や「ふるさ

と燦々」などを、息を合わせて勇壮に熱演していました。
▲迫力ある演奏をする「甍」のメンバー

南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

う
ず
し
お
ま
つ
り
・
桜
鯛
ま
つ
り

　

三
月
十
五
日
、
西
淡
公
民
館
で

西
淡
公
民
館
ま
つ
り
「
春
う
ら
ら

花
ま
ち
発
表
会
」
が
行
わ
れ
、
約

二
百
人
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
同
公
民
館
講

座
生
に
よ
る
学
習
成
果
の
発
表

と
、
地
域
文
化
活
動
の
振
興
を
目

的
に
開
か
れ
、
二
十
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

当
日
は
ち
び
っ
こ
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
、
少
年
少
女
合
唱
団
、
み
ん
な

で
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の
講
座
生

が
力
一
杯
熱
演
し
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
は
、
友
情
出
演
と
し

て
ダ
ン
ス
や
合
唱
、
吹
奏
楽
、
古

典
手
品
、
珍
し
い
瓦
で
作
っ
た
オ

カ
リ
ナ
の
笛
演
奏
な
ど
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
グ
ル
ー
プ
や
個

人
が
出
演
。
繰
り
広
げ
ら
れ
た
演

目
に
、
約
三
百
五
十
人
の
来
場
者

は
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

ロ
ビ
ー
に
は
、
新
し
く
で
き
た
レ

デ
ィ
ス
手
工
芸
講
座
の
作
品
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲一生懸命踊っているちびっこジャズダンスの子どもたち

▲うず潮を楽しむ観光客

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

水
泳
大
会
に
出
場

放
流
。
ま
た
観
光
客
と
う
ず
し
お

娘
が
ロ
ー
プ
で
結
ば
れ
た
酒
樽

を
、
海
に
流
し
て
航
行
の
安
全
と

大
漁
を
祈
り
ま
し
た
。

　

同
ま
つ
り
は
、
一
年
で
最
も
大

き
く
渦
巻
く
迫
力
満
点
の
鳴
門
海

峡
の
う
ず
潮
と
、
急
流
で
育
っ
た

桜
鯛
や
新
鮮
な
海
の
幸
な
ど
を
Ｐ

Ｒ
し
よ
う
と
、
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
五
月
三
十
一
日
ま
で
の

期
間
中
は
、
ペ
ア
宿
泊
券
や
食
事

券
、
特
産
品
の
当
た
る
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
が
観
潮
船
乗
り
場
や
大
鳴
門

橋
記
念
館
、
道
の
駅
う
ず
し
お
な

ど
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
に
春
の
観
光
シ
ー
ズ

ン
開
幕
を
告
げ
る
淡
路
島
び
ら

き
「
う
ず
し
お
ま
つ
り
・
桜
鯛
ま

つ
り
」（
市
観
光
協
会
主
催
）
が
、

三
月
八
日
、
な
な
い
ろ
館
や
観
潮

船
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
な

な
い
ろ
館
前
の
観
潮
船
乗
り
場
で

は
、
関
係
者
約
五
十
人
が
出
席
。

安
全
祈
願
神
事
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
観

潮
船
咸
臨
丸
の
船
上
で
、
桜
鯛
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
応
援
隊

昔
な
が
ら
の
本
格
土
窯
づ
く
り

▲レンガを並べ、土窯を作る参加者

泊
客
が
訪
れ
て
い
て
、
宿
泊
者
は

同
地
区
で
、
農
業
体
験
や
自
然
散

策
を
楽
し
み
ま
す
。
完
成
し
た
竹

炭
窯
も
こ
れ
ら
体
験
活
動
の
一
つ

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
竹
炭
づ
く
り
は
、
竹
で
侵

食
さ
れ
た
里
山
を
守
り
、
伐
採
し

た
竹
を
有
効
活
用
し
よ
う
と
、
平

成
十
三
年
か
ら
緑
地
域
で
取
り
組

ん
で
い
る
活
動
で
、
淡
路
ふ
れ
あ

い
公
園
内
に
も
機
械
式
の
窯
が
あ

り
、
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

竹
炭
は
、
消
臭
や
吸
湿
、
浄
化
、

殺
菌
作
用
が
高
い
と
い
わ
れ
、
こ

の
窯
で
出
来
た
竹
炭
は
、
畑
の
土

壌
改
良
剤
と
し
て
ま
か
れ
た
り
、

部
屋
の
消
臭
を
兼
ね
た
オ
ブ
ジ
ェ

と
し
て
売
ら
れ
た
り
し
ま
す
。

　

農
村
体
験
を
中
心
に
ま
ち
お
こ

し
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
応
援
隊
（
北
谷

雅
良
理
事
長
）
で
は
、
活
動
拠
点

で
あ
る「
薫く

ん
と
う陶

の
郷
」（
倭
文
土
井
）

に
竹
炭
を
作
る
た
め
の
土
窯
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

三
月
七
日
〜
九
日
に
は
、
一
般

参
加
者
二
十
人
も
こ
の
窯
づ
く
り

に
協
力
。
直
径
三
ｍ
の
楕
円
の
円

周
に
、
レ
ン
ガ
を
泥
で
接
着
し
な

が
ら
並
べ
、
高
さ
一
・
五
ｍ
ま
で

積
み
重
ね
ま
し
た
。

　

薫
陶
の
郷
は
、
自
炊
型
宿
泊
施

設
と
し
て
、
島
外
か
ら
多
く
の
宿

が
ら
歌
い
ま
し
た
。

　

歌
い
終
わ
っ
た
後
、
堀
江
さ
ん

か
ら
「
上
手
に
歌
っ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」
と
お
礼
の
言
葉
。
園

児
か
ら
も
手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
手
渡
し
、
喜
ば
れ
ま
し
た
。

▲子どもたちと一緒に
　歌を歌う堀江淳さん

八
木
保
育
所
が
ダ
ン
ス

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

㈶
兵
庫
県
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
理
事
長
表
彰 ▲３月13日、中田市長から激励を受けた山口さ

　ん、中尾さん、田原さん、中川さん（左から）

西
淡
公
民
館
ま
つ
り
「
春
う
ら
ら
花
ま
ち
発
表
会
」

公
民
館
活
動
の
成
果
を
発
表


